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竹内課長
　それでは皆さまから現在の取り組みの様子など
をご紹介いただきたいと思います。

石田靖彦氏（株式会社 レインボーライン 代表取締役）
　明けましておめでとうございます。昨年春より着
手したレインボーライン山頂公園のリニューアルも
いろいろな方のご協力を得て昨年末にほとんどの
施設が完成しました。来場者も当初目標とした年
間50万人に向けて、あと少しと成果も目に見えて
回復してきています。今年はインバウンド（訪日外
国人客）も含めPRに努め、より一層飛躍の年にし
ていきたいと従業員一同気を引き締めているところ
です。町長も言われたように、お客様に「笑顔」で
帰っていただけるように努力していきたいです。

時岡壮太氏（株式会社 デキタ 代表取締役）
　明けましておめでとうございます。私はいろいろ
な方のご縁を経て昨年2月にこちらに移住し、7月
には本社を東京から熊川へ移しました。昨年は熊

川の古民家を活用し、コーヒー専門店「SOL’ S 
COFFEE」、体験事業付宿泊施設「

 や    お
八百熊川」

をオープンさせ、一昨年オープンした「シェアオフィ
ス＆スペース菱屋」の運営をしています。今後も古
民家を活用し、宿泊施設を計画しています。また
熊川という地区はかつて宿場町だった関係か、外
からの人を分けへだてなく受け入れる気風がある
ように感じられ、デキタの取り組みも地域の皆さん
に応援していただき、とても感謝しています。

藤原秀美氏（ホテルせくみ屋・水月花 女将）
　明けましておめでとうございます。私も仕事上、
常 「々おもてなし」について考えており、レインボー
ライン、熊川宿など若狭町の魅力をどう発信し、
敦賀開業後お客様にどうやって若狭へお越しいた
だくか考えております。

 北陸新幹線
敦賀開業に向けた観光まちづくり

森下町長
　明けましておめでとうございます。私は常々お迎
えする“人”が、来られた“人”に笑顔で「ありがとう」
という感謝を伝えることができるようにまちづくりをし
なければと考えております。これまで交流し連携し
てきたものを、本年は繋ぎ、結び、さらに大きな飛
躍ができる年にしたいと思っております。そのため
には、皆さま方民間企業との連携が不可欠です。
どうかよろしくお願いいたします。

進行：竹内正観光未来創造課長
　皆さま、明けましておめでとうございます。本日
は、3年後の2023年春に迫りました北陸新幹線敦
賀開業に向けて、若狭町の観光はどのように取り
組んでいくことが必要なのか、皆さまが日々活動さ
れている中でのお考えをお聞きしたいと思います。

お客様の
ニーズに合わせた観光を
竹内課長
　今後の展開についてどのようにお考えでしょうか。

時岡氏
　現在、若狭町を周遊するトレイルルートである若
狭トレイルの整備計画が検討され熊川宿周辺でも
トレイルや河内ダム周辺整備が進められています。
私としてはそれらと連携しながら、へルスツーリズム
の考え方を取り入れた土蔵サウナや健康測定機能
のある観光案内施設の開発ができればと考えてい
ます。

石田氏
　それは良いですね。私も、リゾートクリニックと
いって自然豊かな田舎で、健康な人がより健康に
なっていただくという構想を考えたことがあります。

藤原氏
　私も昔、病院と提携して人間ドックと宿泊を組み
合わせたプランを売り出したことがあります。当時
は全然反響がありませんでしたが。

石田氏
　いろいろな切り口でお客様に提案していくことが
重要だと思います。国内では少子高齢化で年々
人口が少なくなっていくので、インバウンドとして海
外の人をお招きすることがこれからは必須となって
いくと思います。そこで「水月花」などのホテルや
地元の民宿、それに古民家宿泊やグランピングと
いって手ぶらで泊まれる高級なキャンプなど、ニー
ズに合わせ様々な宿泊の選択肢を増やしていかな
くてはならないと思います。

これからは連携が重要
森下町長
　なんとか皆さま方と行政が連携し、観光資源で
ある歴史・文化・自然などを生かして地域を活性
化していきたいと思っています。宿泊・交通・飲食・
道の駅などを連携させる具体的な施策を進めてい
かなければならないと感じております。

石田氏
　急がば回れと申しますが、コツコツと観光の核を
一つ一つ磨き上げ、広域連携をし、トータルで勝
負していくことが大切だと思います。特に五湖エリ
アはレインボーライン、年縞博物館、浦見川など可
能性を感じています。

藤原氏
　まだまだ「若狭」としての発信が足りないことを
常々感じています。もっと積極的にSNSを活用し、
全国、そして世界へ発信すること、それからいろい
ろなところを結んで周遊観光できることが大事だと思
います。

時岡氏
　歴史、自然の可能性を感じています。具体的な
ターゲットを決めて中長期計画を作ることが大切だ
と思います。今日は皆さんのお話を聞いて課題も
見つかり、やる気が出てきました。ありがとうござい
ました。

森下町長
　これからやるべきことが少し整理できたように思い
ます。3年後に迫りました北陸新幹線敦賀開業に向
けて、若狭町だけでなく嶺南市町がひとつになり、
誘客を進めなければなりません。今後も、全国でご
活躍の皆さまの視点でアイデアをいただきながら、
観光地の磨き上げ、新しいツーリズムの開発を行
い、観光まちづくりに取り組んでまいります。本日は
ありがとうございました。

若狭町長

森 下　  裕

株式会社レインボーライン
代表取締役

石 田  靖 彦 氏
愛媛県出身
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活躍の皆さまの視点でアイデアをいただきながら、
観光地の磨き上げ、新しいツーリズムの開発を行
い、観光まちづくりに取り組んでまいります。本日は
ありがとうございました。

北陸新幹線敦賀開業に向けた観光まちづくり新春対談

せくみ屋グループ　女将
藤 原  秀 美 氏

若狭町出身
若狭路女将の会「わかさ会」会長

株式会社デキタ　代表取締役
時 岡  壮 太 氏

おおい町出身
平成23年　株式会社デキタ設立

全国各地の開発コンサルティングに従事

左から時岡氏、森下町長、藤原氏、石田氏、竹内課長
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竹内課長
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には本社を東京から熊川へ移しました。昨年は熊

川の古民家を活用し、コーヒー専門店「SOL’ S 
COFFEE」、体験事業付宿泊施設「

 や    お
八百熊川」

をオープンさせ、一昨年オープンした「シェアオフィ
ス＆スペース菱屋」の運営をしています。今後も古
民家を活用し、宿泊施設を計画しています。また
熊川という地区はかつて宿場町だった関係か、外
からの人を分けへだてなく受け入れる気風がある
ように感じられ、デキタの取り組みも地域の皆さん
に応援していただき、とても感謝しています。

藤原秀美氏（ホテルせくみ屋・水月花 女将）
　明けましておめでとうございます。私も仕事上、
常 「々おもてなし」について考えており、レインボー
ライン、熊川宿など若狭町の魅力をどう発信し、
敦賀開業後お客様にどうやって若狭へお越しいた
だくか考えております。

森下町長
　明けましておめでとうございます。私は常々お迎
えする“人”が、来られた“人”に笑顔で「ありがとう」
という感謝を伝えることができるようにまちづくりをし
なければと考えております。これまで交流し連携し
てきたものを、本年は繋ぎ、結び、さらに大きな飛
躍ができる年にしたいと思っております。そのため
には、皆さま方民間企業との連携が不可欠です。
どうかよろしくお願いいたします。

進行：竹内正観光未来創造課長
　皆さま、明けましておめでとうございます。本日
は、3年後の2023年春に迫りました北陸新幹線敦
賀開業に向けて、若狭町の観光はどのように取り
組んでいくことが必要なのか、皆さまが日々活動さ
れている中でのお考えをお聞きしたいと思います。

お客様の
ニーズに合わせた観光を
竹内課長
　今後の展開についてどのようにお考えでしょうか。

時岡氏
　現在、若狭町を周遊するトレイルルートである若
狭トレイルの整備計画が検討され熊川宿周辺でも
トレイルや河内ダム周辺整備が進められています。
私としてはそれらと連携しながら、へルスツーリズム
の考え方を取り入れた土蔵サウナや健康測定機能
のある観光案内施設の開発ができればと考えてい
ます。

石田氏
　それは良いですね。私も、リゾートクリニックと
いって自然豊かな田舎で、健康な人がより健康に
なっていただくという構想を考えたことがあります。

藤原氏
　私も昔、病院と提携して人間ドックと宿泊を組み
合わせたプランを売り出したことがあります。当時
は全然反響がありませんでしたが。

石田氏
　いろいろな切り口でお客様に提案していくことが
重要だと思います。国内では少子高齢化で年々
人口が少なくなっていくので、インバウンドとして海
外の人をお招きすることがこれからは必須となって
いくと思います。そこで「水月花」などのホテルや
地元の民宿、それに古民家宿泊やグランピングと
いって手ぶらで泊まれる高級なキャンプなど、ニー
ズに合わせ様々な宿泊の選択肢を増やしていかな
くてはならないと思います。

これからは連携が重要
森下町長
　なんとか皆さま方と行政が連携し、観光資源で
ある歴史・文化・自然などを生かして地域を活性
化していきたいと思っています。宿泊・交通・飲食・
道の駅などを連携させる具体的な施策を進めてい
かなければならないと感じております。

石田氏
　急がば回れと申しますが、コツコツと観光の核を
一つ一つ磨き上げ、広域連携をし、トータルで勝
負していくことが大切だと思います。特に五湖エリ
アはレインボーライン、年縞博物館、浦見川など可
能性を感じています。

藤原氏
　まだまだ「若狭」としての発信が足りないことを
常々感じています。もっと積極的にSNSを活用し、
全国、そして世界へ発信すること、それからいろい
ろなところを結んで周遊観光できることが大事だと思
います。

時岡氏
　歴史、自然の可能性を感じています。具体的な
ターゲットを決めて中長期計画を作ることが大切だ
と思います。今日は皆さんのお話を聞いて課題も
見つかり、やる気が出てきました。ありがとうござい
ました。

森下町長
　これからやるべきことが少し整理できたように思い
ます。3年後に迫りました北陸新幹線敦賀開業に向
けて、若狭町だけでなく嶺南市町がひとつになり、
誘客を進めなければなりません。今後も、全国でご
活躍の皆さまの視点でアイデアをいただきながら、
観光地の磨き上げ、新しいツーリズムの開発を行
い、観光まちづくりに取り組んでまいります。本日は
ありがとうございました。

北陸新幹線敦賀開業に向けた観光まちづくり新春対談

せくみ屋グループ　女将
藤 原  秀 美 氏

若狭町出身
若狭路女将の会「わかさ会」会長

株式会社デキタ　代表取締役
時 岡  壮 太 氏

おおい町出身
平成23年　株式会社デキタ設立

全国各地の開発コンサルティングに従事

左から時岡氏、森下町長、藤原氏、石田氏、竹内課長

5広報わかさ　2020年 2月号4 広報わかさ　2020年 2月号



DOKI!情報局ドキ!

託児所をご利用ください！
料　金／町内の方：520円／時間
　　　　町外の方：870円／時間
対象者／ 1歳～小学3年生まで
場　所／パレア若狭 和室
申込締切／
福井の星☆エトワールアーティストコンサート
………………………………2月16日（日）

若狭町パレア文化課
Tel:0770-62-2506（チケットカウンター）

若狭町立図書館 パレア館
Tel.0770-62-2505  Fax.0770-62-2578

おはなしたまてばこ
■図書館パレア館おはなしコーナーにて、絵
本の読み聞かせと、工作遊びを行います。参
加無料で、赤ちゃんから参加できます。

2月8日（土）開催日／
時間／11：00～

内容／絵本の読み聞かせ＆工作遊び
料金／無料

場所／図書館パレア館　おはなしコーナー

若狭町立図書館 リブラ館
0770-47-5363

2月22日（土）開催日／

■図書館リブラ館こどもひろばにて、毎月第４
土曜日１４：００に絵本の読み聞かせと、工作遊
びを行います。参加無料で、赤ちゃんから参
加できます。

にじいろのおはなし会

時間／14：00～

内容／絵本の読み聞かせ＆工作遊び
料金／無料

場所／図書館リブラ館　こどもひろば

3月1日（日）開催日／
開演／ 14：00　　開場／ 13：30
料金／一般 500円　高校生以下100円
※未就学児入場不可　※自由席

有料託児所あり 2月16日（日）申込〆切

若狭町パレア文化課
Tel:0770-62-2506（チケットカウンター）

福井の星☆エトワール
アーティストコンサート

パレア若狭ワンコインコンサート２０１９ ｖｏｌ．４

『しろくまのパンツ』
（ｔｕｐｅｒａ ｔｕｐｅｒａ 作)
 東京ブロンズ新社

図書館からのオススメ本

Etoile
Artist
Concert

■クラシック界のエトワール（未来の星）とし
て、今後の活躍に期待が高まる嶺南出身の二
人の若手ピアニストが登場。フレッシュでエネ
ルギー溢れる演奏に乞うご期待下さい！

・ラフマニノフ作曲　ピアノソナタ第２番
・プーランク作曲　ナゼールの夜会 他

プログラム

［１回目］ …下絵の作成・パネルへの転写・
　　　　  墨で骨描き
［２回目］ …絵の具で彩色

若狭三方縄文博物館　Tel:0770-45-2270若狭三方縄文博物館　Tel:0770-45-2270

若狭町パレア文化課　Tel:0770-62-2508

2月８日（土）・15日（土）
※全2回の講座です

春の花を題材に伝統的な技法で
日本画を描いてみましょう

創楽堂音楽教室
ピアノ発表会
■ピアノソロや連弾で、美しくかっこいい演奏
を発表します。これまでたくさん練習してきた
成果を出せるよう、一生懸命演奏します。ぜひ
お越しください。

主催／　(株)創楽堂

2月16日（日）開催日／

（株）創楽堂　Tel:0770-52-1313

午前の部
開演／ 10：30   開場／ 10：00
午後の部
開演／ 13：30   開場／ 13：00
入場無料

第22回 ホワイエ
光の響きコンサート
■T.ミュージックファ
クトリー　ソプラノ
髙木一美によるホワ
イエコンサートを開
催します。

2月24日（月・休）開催日／
開演／ 14：00   開場／ 13：30
出演／ソプラノ 髙木一美
クラリネット 稲垣 孝　オーボエ 猪又詩子
ピアノ 内藤祐貴子
プログラム
ヘンデル作曲
オペラ「ジュリアスシーザー」より　他
入場料／ 2,000円
　　　 ※パレア若狭にてチケット取り扱い中

音楽ホール

福井県義務教育課　Tel:０７７6-20-０575

■福井県では墨絵や日本画など越前和紙を活
用した芸術教育を推進しています。小中高校で
の取組の成果を展示しますので、子どもたち
の表現力の豊かさや日本画の美しさにふれて
ください。

令和元年度 芸術教育推進事業

「日本画を活用した美術教育」
児童生徒作品展

展示期間／

時間／9：00～ 17：00（最終日は16：００まで）
2月7日（金）～9日（日）

若狭町人権擁護委員　岡本　Tel:０７７0-64-1707

■“人権尊重”をテーマに描かれた若狭町内児
童及び県内の入賞・優秀作品の数々をどうぞご
覧ください。

第23回

福井県小学生人権ポスター
コンテスト入賞作品展

展示期間／

時間／9：00～ 20：00（最終日は15：００まで）
2月12日（水）～19日（水）

『パレ若塾』受講生募集！

■季節の花材をスケッチし、墨や水干絵の具な
どで彩色を行い、小さな春を描きましょう。画
材の準備や、筆・絵皿など道具の貸出しも可能
です。【初心者大歓迎】

■縄文時代（今から約
14,000年 前から約
5,600年前）、三方五
湖周辺に住む人々は
＜ムラ＞をつくり生活
していました。縄文時代の人たちはどういう暮
らしをしていたのかを知り、想像を膨らませな
がら縄文ムラをケーキで作ってみましょう♪

時 間／ 10：00～ 12：00 
場 所／パレア若狭 創作スタジオ
講 師／山本朋子
対 象／一般（小学生高学年以上）
料 金／ 3,500円（２講座分・材料費込）
持ち物／汚れても良い服装又はエプロン・
タオル・ティッシュ・使い慣れた道具等をお
持ちの方はご持参ください。

日本画体験講座

若狭三方縄文博物館

時間／ 10：00～ 12：00
場所／若狭三方縄文博物館内
参加費／１，０００円/組  ケーキ材料代として
　　　　※市販のお菓子を組み合わせて作ります。
定員／１０組
（親子、友達、カップル等グループでの参加OK）
内容／
●三方五湖周辺の＜縄文ムラ＞のお話
　（小島秀彰 学芸員）
●＜縄文ムラ＞ケーキを作ろう！
　講師／アイザワ商店　相澤弘美 氏
●ミニコンサート／縄文ガールズ
●参加者には、縄文博物館、年縞博物館の
　招待券プレゼント

2月8日（土）開催日／

Come on！ Jomon！ vol.7
バレンタインスペシャル
～縄文ムラをケーキで作ろう！～

　しろくまさんが失くした
パンツはどこに？ねずみさ
んと一緒に探すことになり
ました。ページをめくる度
に、開けられた穴から動物
のパンツが少しだけ見えます。誰のパンツか
な～。想像しながらめくると楽しい、仕掛け絵
本です。はたして、しろくまさんのパンツは？

■毎年冬にやってくるオジロワシとコハクチョウ
を観察します。

バードウォッチング 冬
三方五湖オジロワシと
コハクチョウ

時間／ 9：00～ 11：30
2月2日（日）開催日／

場所／里山里海湖研究所自然観察棟集合
対象／どなたでも(小学生以下保護者同伴)
申込／定員に達するまで
定員／先着30名
料金／ 100円/人

■３施設ご利用の方にお得な、割引＆スタンプ
ラリーキャンペーン中。コラボ券を３施設でご
提示いただくと、入館料・入園料が割引となり、
３施設のスタンプを集めていただくとオリジナ
ルグッズをプレゼント。

内容／
❶周辺地域の宿泊施設、観光施設、飲食店に
設置してある券を、縄文博物館、年縞博物館、
レインボーライン山頂公園の受付に提示する
と、入館料や入園料が割引き。
※縄文博物館は地元の方は入館無料。年縞博物館は、
70歳以上の方入館無料。レインボーライン（有料道
路）は別途通行料が必要で、山頂公園入園料につい
ては地元割引があります。

❷３施設のスタンプを集めると、３施設目の受
付でオリジナルグッズプレゼント

年縞博物館・
レインボーライン・
縄文博物館の
コラボ割＆スタンプラリー

令和元年 12月21日（土）
　　　　　　～ 令和2年 3月31日（火）

実施期間／

福井県海浜自然センター　Tel:0770-46-1101

■里山の恵みの代表、シイタケを原木で栽培
してみませんか。

しいたけ菌打ち体験

時間／ 10：30～ 11：30、13：30～ 14：30
2月22日（土）開催日／

場所／三方五湖自然観察棟
対象／小学生以上（小学生の場合は保護者同伴）
定員／各回５組
申込／ 2月20日（木）まで
料金／ 500円/原木１本（１組２本まで）
　　　 別途、保険料50円/人

福井県里山里海湖研究所　Tel:0770-45-3580

■そば粉の状態からはじめ、おろしそばやかけ
そばにして試食します。手打ちそばづくり体験
です。

めざせ！そば打ち名人

時間／ 9：00～ 13：30
2月29日（土）開催日／

場所／三方青年の家
対象／小・中学生とその家族および一般
定員／先着16組
申込／ 2月12日（水）まで
料金／ 1組2000円

三方青年の家　Tel:0770-45-0229

T.ミュージックファクトリー　髙木
Tel:090-3765-4813
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3月1日（日）開催日／
開演／ 14：00　　開場／ 13：30
料金／一般 500円　高校生以下100円
※未就学児入場不可　※自由席

有料託児所あり 2月16日（日）申込〆切

若狭町パレア文化課
Tel:0770-62-2506（チケットカウンター）

福井の星☆エトワール
アーティストコンサート

パレア若狭ワンコインコンサート２０１９ ｖｏｌ．４

『しろくまのパンツ』
（ｔｕｐｅｒａ ｔｕｐｅｒａ 作)
 東京ブロンズ新社

図書館からのオススメ本

Etoile
Artist
Concert

■クラシック界のエトワール（未来の星）とし
て、今後の活躍に期待が高まる嶺南出身の二
人の若手ピアニストが登場。フレッシュでエネ
ルギー溢れる演奏に乞うご期待下さい！

・ラフマニノフ作曲　ピアノソナタ第２番
・プーランク作曲　ナゼールの夜会 他

プログラム

［１回目］ …下絵の作成・パネルへの転写・
　　　　  墨で骨描き
［２回目］ …絵の具で彩色

若狭三方縄文博物館　Tel:0770-45-2270若狭三方縄文博物館　Tel:0770-45-2270

若狭町パレア文化課　Tel:0770-62-2508

2月８日（土）・15日（土）
※全2回の講座です

春の花を題材に伝統的な技法で
日本画を描いてみましょう

創楽堂音楽教室
ピアノ発表会
■ピアノソロや連弾で、美しくかっこいい演奏
を発表します。これまでたくさん練習してきた
成果を出せるよう、一生懸命演奏します。ぜひ
お越しください。

主催／　(株)創楽堂

2月16日（日）開催日／

（株）創楽堂　Tel:0770-52-1313

午前の部
開演／ 10：30   開場／ 10：00
午後の部
開演／ 13：30   開場／ 13：00
入場無料

第22回 ホワイエ
光の響きコンサート
■T.ミュージックファ
クトリー　ソプラノ
髙木一美によるホワ
イエコンサートを開
催します。

2月24日（月・休）開催日／
開演／ 14：00   開場／ 13：30
出演／ソプラノ 髙木一美
クラリネット 稲垣 孝　オーボエ 猪又詩子
ピアノ 内藤祐貴子
プログラム
ヘンデル作曲
オペラ「ジュリアスシーザー」より　他
入場料／ 2,000円
　　　 ※パレア若狭にてチケット取り扱い中

音楽ホール

福井県義務教育課　Tel:０７７6-20-０575

■福井県では墨絵や日本画など越前和紙を活
用した芸術教育を推進しています。小中高校で
の取組の成果を展示しますので、子どもたち
の表現力の豊かさや日本画の美しさにふれて
ください。

令和元年度 芸術教育推進事業

「日本画を活用した美術教育」
児童生徒作品展

展示期間／

時間／9：00～ 17：00（最終日は16：００まで）
2月7日（金）～9日（日）

若狭町人権擁護委員　岡本　Tel:０７７0-64-1707

■“人権尊重”をテーマに描かれた若狭町内児
童及び県内の入賞・優秀作品の数々をどうぞご
覧ください。

第23回

福井県小学生人権ポスター
コンテスト入賞作品展

展示期間／

時間／9：00～ 20：00（最終日は15：００まで）
2月12日（水）～19日（水）

『パレ若塾』受講生募集！

■季節の花材をスケッチし、墨や水干絵の具な
どで彩色を行い、小さな春を描きましょう。画
材の準備や、筆・絵皿など道具の貸出しも可能
です。【初心者大歓迎】

■縄文時代（今から約
14,000年 前から約
5,600年前）、三方五
湖周辺に住む人々は
＜ムラ＞をつくり生活
していました。縄文時代の人たちはどういう暮
らしをしていたのかを知り、想像を膨らませな
がら縄文ムラをケーキで作ってみましょう♪

時 間／ 10：00～ 12：00 
場 所／パレア若狭 創作スタジオ
講 師／山本朋子
対 象／一般（小学生高学年以上）
料 金／ 3,500円（２講座分・材料費込）
持ち物／汚れても良い服装又はエプロン・
タオル・ティッシュ・使い慣れた道具等をお
持ちの方はご持参ください。

日本画体験講座

若狭三方縄文博物館

時間／ 10：00～ 12：00
場所／若狭三方縄文博物館内
参加費／１，０００円/組  ケーキ材料代として
　　　　※市販のお菓子を組み合わせて作ります。
定員／１０組
（親子、友達、カップル等グループでの参加OK）
内容／
●三方五湖周辺の＜縄文ムラ＞のお話
　（小島秀彰 学芸員）
●＜縄文ムラ＞ケーキを作ろう！
　講師／アイザワ商店　相澤弘美 氏
●ミニコンサート／縄文ガールズ
●参加者には、縄文博物館、年縞博物館の
　招待券プレゼント

2月8日（土）開催日／

Come on！ Jomon！ vol.7
バレンタインスペシャル
～縄文ムラをケーキで作ろう！～

　しろくまさんが失くした
パンツはどこに？ねずみさ
んと一緒に探すことになり
ました。ページをめくる度
に、開けられた穴から動物
のパンツが少しだけ見えます。誰のパンツか
な～。想像しながらめくると楽しい、仕掛け絵
本です。はたして、しろくまさんのパンツは？

■毎年冬にやってくるオジロワシとコハクチョウ
を観察します。

バードウォッチング 冬
三方五湖オジロワシと
コハクチョウ

時間／ 9：00～ 11：30
2月2日（日）開催日／

場所／里山里海湖研究所自然観察棟集合
対象／どなたでも(小学生以下保護者同伴)
申込／定員に達するまで
定員／先着30名
料金／ 100円/人

■３施設ご利用の方にお得な、割引＆スタンプ
ラリーキャンペーン中。コラボ券を３施設でご
提示いただくと、入館料・入園料が割引となり、
３施設のスタンプを集めていただくとオリジナ
ルグッズをプレゼント。

内容／
❶周辺地域の宿泊施設、観光施設、飲食店に
設置してある券を、縄文博物館、年縞博物館、
レインボーライン山頂公園の受付に提示する
と、入館料や入園料が割引き。
※縄文博物館は地元の方は入館無料。年縞博物館は、
70歳以上の方入館無料。レインボーライン（有料道
路）は別途通行料が必要で、山頂公園入園料につい
ては地元割引があります。

❷３施設のスタンプを集めると、３施設目の受
付でオリジナルグッズプレゼント

年縞博物館・
レインボーライン・
縄文博物館の
コラボ割＆スタンプラリー

令和元年 12月21日（土）
　　　　　　～ 令和2年 3月31日（火）

実施期間／

福井県海浜自然センター　Tel:0770-46-1101

■里山の恵みの代表、シイタケを原木で栽培
してみませんか。

しいたけ菌打ち体験

時間／ 10：30～ 11：30、13：30～ 14：30
2月22日（土）開催日／

場所／三方五湖自然観察棟
対象／小学生以上（小学生の場合は保護者同伴）
定員／各回５組
申込／ 2月20日（木）まで
料金／ 500円/原木１本（１組２本まで）
　　　 別途、保険料50円/人

福井県里山里海湖研究所　Tel:0770-45-3580

■そば粉の状態からはじめ、おろしそばやかけ
そばにして試食します。手打ちそばづくり体験
です。

めざせ！そば打ち名人

時間／ 9：00～ 13：30
2月29日（土）開催日／

場所／三方青年の家
対象／小・中学生とその家族および一般
定員／先着16組
申込／ 2月12日（水）まで
料金／ 1組2000円

三方青年の家　Tel:0770-45-0229

T.ミュージックファクトリー　髙木
Tel:090-3765-4813
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